
令和元年度 地域でつながる家庭教育応援事業・家庭教育応援プロジェクト 

 

 

 

 

 

〈 目 的 〉 市町村ＰＴＡ連合会、郡市ＰＴＡ連合会において地域の実態に応じた講座

を行い、親の学び・家庭での実践活動を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜テーマ設定の理由及び実践活動のねらい＞ 

子どもにとって身近な存在になっているスマホやインターネットを、安心して使用するため

に、トラブルの事例やネットの基本的な知識などを学習する機会とする。また、夏休みを間近

に控えた時期に実施することで、トラブルの防止に役立てる。 

＜内 容＞   

（１）ＡＩ時代のライフスタイルの変化について 

（２）身近に潜むネット依存について 

（３）不適切な情報をインターネットで発信するリスクについて 

（４）インターネット上でのコミュニケーションの落とし穴について 

（５）こどもを守るための基本手段について 

 

〇 事例を動画で見たときは、その場に自分が自分はどう考えるかなどその立場で考えてみ
ました。（生徒） 

〇 今回の講座でどこをどう気をつければいいのか分かりました。親にも説明できそうで
す。（生徒） 

 〇 使い方を間違えると自分だけじゃなく、家族や友達にも被害が及ぶということが改めて

分かりました。（生徒） 
 〇 自分が加害者になってしまうこともあるんだと、改めて知ることができた。（生徒） 
 〇 生徒の実態に即した内容となっていて、分かりやすかった。さらにビデオで問題点が分

かりやすかった。使い方につい 
てのチェック問題もあり、自己 
評価できる資料で大変良かった。 

（教師）  
 
 
 
 

 

一箕中学校父母と教師の会における講座の様子 
◆と き 令和元年７月１７日（水） ◆ところ 会津若松市立一箕中学校体育館 

◆参加者 ３９１名（生徒、保護者、教職員） 

◆講 演 演題：「インターネット・スマホ どう使う？ 」  

～ネット依存やＳＮＳトラブルにならないために～ 

     講師： 会津大学短期大学部 産業情報学科教授 中 澤 真 氏 


